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はじめに 
 
本 テ キ ス ト は 、平 成 ７ 年 か ら 、予 報 業 務 に 関 す る 庁 内 の 様 々

な 取 り 組 み や 検 討 会 等 を 通 じ て 構 築 さ れ た 技 術 に つ い て 、 予

報 作 業 で の 活 用 例 を 示 し 、 ま た 新 規 な い し 改 良 さ れ た プ ロ ダ

ク ト や 最 新 の 予 報 技 術 を 解 説 し て い る 。  

平 成 24年 は 、日 本 海 側 を 中 心 と し た 記 録 的 な 大 雪 に は じ ま

り 、 4月 3日 か ら 5日 の 急 速 に 発 達 し た 低 気 圧 に よ る 西 日 本

か ら 北 日 本 の 広 範 囲 の 記 録 的 な 暴 風 と 高 波 、 5月 6日 の 関 東

地 方 の 竜 巻 、7月 11日 か ら 14日 に 発 生 し た 平 成 24年 7月 九

州 北 部 豪 雨 、 8月 13日 か ら 14日 の 近 畿 中 部 を 中 心 と し た 大

雨 、9月 16日 に 沖 縄 本 島 付 近 を 通 過 し た 台 風 第 16号 な ど が 、

大 き な 災 害 を も た ら し た 。 こ れ ら 気 象 現 象 に 関 る 防 災 や 減 災

の た め に は 、 防 災 気 象 情 報 が 適 切 な 内 容 と タ イ ミ ン グ で 発 表

さ れ る こ と が 重 要 で あ る 。 こ の た め に 、 予 報 担 当 者 は 、 様 々

な 観 測 や 予 測 の 資 料 を 適 切 に 理 解 し 、 情 報 作 成 に 関 す る 総 合

的 な 判 断 を 行 う 必 要 が あ る 。 こ の テ キ ス ト に よ り 、 適 切 な 判

断 に 結 び つ く 技 術 の レ ベ ル ア ッ プ が 幅 広 く 図 ら れ る こ と を 期

待 す る 。  

今 年 度 の テ キ ス ト は 、 第 １ 章 で 、 4 月 の 急 速 に 発 達 し た 低

気 圧 に よ る 暴 風 と 高 波 、5月 6日 の 竜 巻 、平 成 23年 台 風 第 15

号 の 影 響 に よ る 大 雨 の 実 例 を 取 り 上 げ 、 解 析 や 予 報 技 術 の 解

説 と 、 こ れ ら に 基 づ く 予 報 作 業 上 の 様 々 な 判 断 に つ い て 説 明

す る 。第 ２ 章 は 、集 中 豪 雨 が 発 生 す る た め の 環 境 場 に つ い て 、

最 新 の 統 計 的 知 見 を ま と め て い る 。 第 ３ 章 で は 、 解 析 雨 量 ・

降 水 短 時 間 予 報 ・ 降 水 ナ ウ キ ャ ス ト の 最 近 の 改 善 点 を 説 明 す

る 。第 ４ 章 の 土 壌 雨 量 指 数 と 流 域 雨 量 指 数 の 改 善 で は 、30分

系 列 の 変 動 解 消 と 、 こ れ に 関 す る 予 報 作 業 の 変 更 点 に つ い て

解 説 を 行 う 。  

な お 、宇 都 宮・水 戸・津・秋 田・名 古 屋 地 方 気 象 台 と 仙 台 ・

東 京 管 区 気 象 台 、 気 象 研 究 所 、 観 測 部 観 測 課 、 地 球 環 境 ・ 海

洋 部 海 洋 気 象 課 に は 原 稿 の 執 筆 に ご 協 力 を い た だ い た 。 こ の

場 を 借 り て お 礼 申 し 上 げ る 。  

平 成 ２ ５ 年 ２ 月  

                  予 報 課 長  横 山  博  
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